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い
つ
の
ま
に
か
ワ
ン
ド
が
消
え
て
し

ま
っ
た
多
摩
川
。
け
れ
ど
大
き
な
石
で

で
き
た
ワ
ン
ド
案
内
の
サ
イ
ン
の
横
に

は
き
れ
い
に
草
刈
が
さ
れ
た
小
道
が
岸

辺
へ
と
続
い
て
い
る
。

　

小
道
を
下
っ
た
先
が
ワ
ン
ド
だ
っ
た

の
だ
が
、
今
は
ガ
マ
や
ク
サ
ヨ
シ
が
茂

る
の
み
。
そ
の
後
ろ
は
柳
の
木
。

バランシングストーン
やってみた

　

水
辺
近
く
に
に
は
外
来
種
の
ハ
ル

シ
ャ
ギ
ク
と
メ
リ
ケ
ン
ガ
ヤ
ツ
リ
。
歓

迎
さ
れ
な
い
植
物
だ
が
美
し
い
。

初夏の多摩川

　

市
が
主
催
す
る
環

境
モ
ニ
タ
ー
で
は

長
年
、
多
摩
川
の

河
原
で
植
物
観
察
を

河川敷にて
枠を決め、石川講師と共に植物の種名などを調査

行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
今
ま
で
と
は

違
い
、
年
間
５
回
に
わ
た
っ
て
同
じ
場

所
（
枠
を
設
定
す
る
）
の
植
生
調
査
を

継
続
し
て
実
施
す
る
と
の
こ
と
。

５
月
28
日
（
土
）
第
１
回
目
は
、
多
摩

川
自
然
情
報
館
に
て
植
生
調
査
手
法
の

一
つ
で
あ
る
コ
ド
ラ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
簡
単
な
講
義
を
受
け
た
後
、
多
摩
川

河
川
敷
に
て
実
際
に
体
験
。
コ
ド
ラ
ー

ト
（
方
形
枠
）
内
に
生
育
す
る
植
物
の

種
名
、
被
度
、
群
度
な
ど
を
調
査
票
に

記
入
し
て
い
く
。
初
回
で
慣
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
２
か
所
調
査
し
た
と
こ
ろ
で

時
間
切
れ
。
も
う
１
か
所
は
種
名
を
挙

げ
る
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　

    （
環
境
モ
ニ
タ
ー 

Ｒ
Ｋ
）

環
境
モ
ニ
タ
ー

土手法面に咲く
ムラサキツメクサ

外
来
植
物
駆
除６

月
12
日
（
日
）

例
年
の
よ
う
に
多

摩
川
の
河
川
敷
で

外
来
植
物
駆
除
を

行
う
。

　

親
子
連
れ
の
参

加
も
見
ら
れ
、
自
分

kg

の
背
丈
ほ
ど
あ
る
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
を
引
っ

こ
抜
い
て
、
得
意
そ
う
に
振
り
回
す
子
供

た
ち
も
楽
し
そ
う
。

　

メ
イ
ン
の
ア
レ
チ
ウ
リ
は
、
ま
だ
生
え

始
め
た
ば
か
り
の
小
さ
な
も
の
が
多
く
、

下
草
に
紛
れ
て
芽
生
え
た
双
葉
が
数
多
く

見
ら
れ
た
。
集
め
た
ア
レ
チ
ウ
リ
は
、
全

体
で
3.7　

  

。
そ
の
他
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
や

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど
も
駆
除
の
対
象

と
し
た
が
、
生
育
は
少
な
か
っ
た
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
を
駆
除
し
た

わ
け
で
は
な
い
が
、（
こ
こ
数
年
の
作
業

の
成
果
か
？
）　

双
葉
の
出
方
か
ら
す
る

と
、
次
に
駆
除
を
予
定
し
て
い
る
秋
ま
で

に
は
、
か
な
り
の
個
体
が
育
っ
て
し
ま
う

と
思
わ
れ
る
。
次
回
も
ぜ
ひ
と
も
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
狩
猟
本
能
を

刺
激
す
る
「
ア
レ
チ
ウ
リ
狩
り
」
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

（
生
物
多
様
性
保
全
協
会
会
員
：
石
川
和
宏
）

主催：一般社団法人
　　　生物多様性保全協会

今回の重さは？
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ネジバナ（捻花）
　  ＝モジズリ（捩擦）　　

ラン　科

 　

都
会
の
中
で
野
生
の
ラ
ン
を
探

す
こ
と
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
い

が
、
梅
雨
の
晴
れ
間
に
出
か
け
る
と

思
わ
ぬ
発
見
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

公
園
や
河
原
の
土
手
の
芝
の
中
に
小

さ
な
桃
色
の
花
を
螺
旋
状
に
付
け
た

ネ
ジ
バ
ナ
と
の
出
逢
だ
。

　

芝
生
の
普
及
と
共
に
自
生
を
拡
げ

た
植
物
の
一
つ
で
、
こ
の
季
節
芝
生

の
あ
る
と
こ
ろ
で
出
逢
う
機
会
が
多

い
が
、
ほ
か
の
場
所
で
は
あ
ま
り
見

か
け
る
こ
と
が
少
な
く
、
ネ
ジ
バ
ナ

は
シ
バ
と
の
相
性
が
良
い
植
物
だ
。

　

あ
ま
り
の
可
愛
さ
に
鉢
植
え
に
し

て
楽
し
も
う
と
す
る
と
、
意
外
に
機

嫌
が
悪
く
、
翌
年
に
は
芽
も
出
さ
な

い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
く
せ
近
く
に

あ
っ
た
あ
ち
こ
ち
の
鉢
に
種
子
が
飛

ん
で
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

　

ネ
ジ
バ
ナ
の
仲
間
は
北
半
球
の
温

帯
か
ら
熱
帯
を
中
心
に
種
類
も
多

く
、
花
は
ど
れ
も
螺
旋
状
に
下
か
ら

咲
き
上
が
り
、
学
名
のSpiranthes

花の履歴書 38花の履歴書 38
戸部英貞（絵・文）

は
螺
旋
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
ネ

ジ
バ
ナ
の
名
も
そ
の
様
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
数
種
類
の

ネ
ジ
バ
ナ
が
自
生
し
、
花
の
色
は

す
べ
て
白
でLadies

－Tresses(

お

下
げ
髪
）
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い

る
。

　

螺
旋
の
回
転
は
日
本
の
ネ
ジ
バ

ナ
は
右
巻
き
が
圧
倒
的
で
、
時
に

左
巻
き
や
垂
直
の
も
の
、
途
中
で

回
転
が
逆
に
な
る
も
の
が
あ
り
、

そ
ん
な
も
の
を
探
し
て
観
察
す
る

の
も
楽
し
い
も
の
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
で
出
会
っ
た
い
く
つ

か
の
種
類
は
み
な
左
巻
き
だ
っ
た

が
、
数
多
く
見
て
い
な
い
の
で
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
る
と
両
方
あ
り

そ
う
だ
。
以
前
ア
ラ
ス
カ
を
訊
ね

た
折
に
出
逢
っ
た
ネ
ジ
バ
ナ
は
二

重
螺
旋
を
し
て
お
り
、
三
つ
編
み

の
お
下
げ
髪
を
連
想
さ
せ
ら
れ
た
。

Spiranthes sinensis var. amoena 

　
ち
ょ
う
ふ
環
境
市
民
会
議
で
設
定

し
て
い
る
デ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

市
内
の
動
植
物
の
記
録
を
順
次
ま
と

め
て
い
こ
う
、
と
い
う
も
の
。
リ
ー

ダ
ー
は
昆
虫
好
き
（
俗
に
ム
シ
ヤ
と

呼
ば
れ
る
）
の
石
川
和
宏
さ
ん
。

　

６
月
24
日　

そ
の
石
川
さ
ん
が
な

ん
と
日
没
か
ら
翌
朝
ま
で
昆
虫
の
調

査
観
察
を
行
う
と
い
う
。

「
仕
事
で
も
な
い
の
に
そ
ん
な
酔
狂

な
こ
と
を
す
る
ん
だ
。」
と
興
味
津
々

ウラナミアカシジミ  と  ミズイロオナガシジミ

　

５
月
の
風
の
強
い
午
後
、
チ
ョ
ウ
達
は 

ど
う
し
て

い
る
か
と
入
間
町
辺
り
の
緑
地
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
気
に
な
る
の
は
、
夕
方
活
発
に
飛
び
回
り
コ
ナ

ラ
や
ク
サ
ギ
の
枝
先
に
高
く
止
ま
る
ア
カ
シ
ジ
ミ
と

ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
で
す
。

　

樹
木
が
多
少
風
の
力
を
弱
め
る
林
内
に
入
る
と
、

何
と
足
元
の
笹
で
風
に
向
う
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ

が
い
ま
し
た
。 

日
本
の
チ
ョ
ウ
の
中
で
名
前
に
赤
が

つ
く
チ
ョ
ウ
は
、
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
（
こ
の
仲
間
の

前
足
は
退
化
し
、
４
本
足
に
見
え
ま
す)

の
ア
カ
タ

テ
ハ
と
ヒ
メ
ア
カ
タ
テ
ハ
。
そ
れ
に
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ

科
の
ア
カ
シ
ジ
ミ
と
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
の
４
種

で
す
。
こ
の
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
は
、
濃
い
橙
色

の
裏
面
一
面
に
黒
色
筋
が
目
立
つ 

優
雅
な
シ
ジ
ミ

チ
ョ
ウ
で
す
。
30
分
ほ
ど
お
付
き
合
い
を
す
る
と
表

面
の
赤(

実
際
は
濃
い
橙
色)

を
少
し
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

さ
て
、
次
は
白
の
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
の
番
で
す
。
ミ

ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
で
す
。
表
面
は
薄
い
水
色
掛

チ
ョ
ウ
好
き
の
観
察
記
　
そ
の 

②

赤
勝
て
！
　
　
白
勝
て
！

か
っ
た
焦
げ
茶
色
で
す
が
、

裏
面
は 

一
面
の
白
に
焦
げ

茶
色
の
縦
の
帯
が
目
立
ち
ま

す
。
こ
れ
ま
た
、 

風
上
に
向

か
い 

羽
を
立
て
て
い
ま
し

た
。
少
し
離
れ
て
見
る
と
緑

一
面
の
林
の
中
で 

真
っ
白

な 

個
体
が
く
っ
き
り
と
浮

か
び
ま
し
た
。
林
内
を
一
回

り
し
て
戻
っ
て
も
ま
だ 

動

い
て
い
ま
せ
ん
。
２
時
間
は 

風
に
耐
え
て
い
た
事
に
な
り
ま
す
。
近
年
は 

５
月

に
開
催
さ
れ
る
運
動
会
に
か
こ
つ
け
、 ど
っ
ち
の
シ

ジ
ミ
チ
ョ
ウ
が 

美
し
さ
で 

勝
つ
か 

考
え
て
見
ま
し

た
。
ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
の
清
楚
な
白
色
も
素
晴

ら
し
い
け
ど
、
珍
し
さ
と
優
雅
な
赤
色
で 

ウ
ラ
ナ
ミ

ア
カ
シ
ジ
ミ
の
勝
ち
か
な
？ 

皆
さ
ん
は
ど
う
で
す

か
？   

　

尚
、
こ
の
日
ア
カ
シ
ジ
ミ
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
東
京
都
準
絶
滅
危
惧
種
の
ヒ
メ
ト
ラ
フ
ハ
ナ
ム
グ
リ

が
出
現
し
ま
し
た
。　

  （
衛
藤  

譲
二
）   

　

ライトトラップ

で
出
か
け
て
み
た
。

　

怪
し
げ
な
白
い
布
と
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
を
セ
ッ
ト
す
る
。
市
の
許
可
を

と
り
近
隣
に
は
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
を

撒
い
て
い
る
ら
し
い
が
、
過
去
、
別

の
場
所
で
は
通
報
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
確
か
に
怪
し
い
。

　

物
知
ら
ず
な
私
と
し
て
は
ラ
イ
ト

に
群
が
る
蛾
な
ど
を
期
待
し
た
が
時

期
的
な
こ
と
も
あ
る
の
か
、
自
然
は

そ
う
甘
く
な
い
。
９
時
頃
ま
で
粘
っ

て
可
愛
い
ム
シ
を
観
察
し
た
。
因
み

に
石
川
氏
は
翌
朝
ま
で
留
ま
り
、
３

匹
の
カ
ブ
ト
ム
シ
を
発
見
し
た
と
い

う
。

も
う
夏
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｋ
）

怪
し
い
ラ
イ
ト

ネ
コ
ハ
エ
ト
リ

ち
ょ
っ
と
毛
深
く
て

ク
リ
ッ
と
し
た
目
。

ネ
コ
に
似
て
る
？
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若
葉
の
森
３・１
会

　

西
側
の
入
り
口
付
近
の
草
刈
り
と
ネ
ズ
ミ
モ

チ
の
伐
採
。
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
と
ゴ
ミ
の

投
棄
が
増
え
る
の
で
す
。

５
月
８
日
（
日
）
晴
れ　

臨
時
活
動
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
４
名

５
月
14
日
（
土
）
晴
れ　

参
加
者
８
名

　

久
々
の
フ
ロ
ー
ラ
調
査
。
植
物
に
詳
し
い

会
員
を
先
頭
に
皆
で
名
前
を
読
み
上
げ
て
い

く
。
入
口
付
近
で
は
ア
ズ
マ
ネ
サ
サ
の
花
が

咲
い
て
い
た
が
普
段
は
見
落
と
し
て
い
る
せ

い
か
、
皆
で
「
へ
え
！
」
と
観
察
。
昨
年
見

た
ヤ
マ
ユ
リ
が
ま
た
出
て
い
た
の
で
数
年
後

に
は
花
が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
が
い
つ
の
ま
に
か
立
派
な

木
に
な
っ
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
。

　

午
後
は
下
草
刈
を
し
た
。
子
ど
も
達
が
遊

び
に
来
て
い
て
掘
り
出
し
た
カ
ブ
ト
ム
シ
の

幼
虫
を
見
せ
て
く
れ
た
。　

凸
凹
森
の
会

凸
凹
森
の
会

　
三
角
地
の
草
刈
り
を
行
っ

た
。
中
か
ら
放
置
さ
れ
た
鉄
パ

イ
プ
と
ブ
ロ
ッ
ク
石
が
で
て
き

た
。
４
月
よ
り
草
丈
が
伸
び
て

い
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
が
心

配
。
キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン
が

咲
い
て
い
た
と
い
う
場
所
を
確

認
、ギ
ン
ラ
ン
は
初
お
目
見
え
。

15
年
の
下
草
刈
り
の
成
果
！　

６
月
19
日
（
日
）
曇
り　

参
加
者
８
名

　

通
路
か
ら
の
見
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
坂
道

坂
下
側
の
下
草
刈
り
と
枝
伐
採
を
行
っ
た
。

す
っ
き
り
し
て
ミ
ョ
ウ
ガ
の
群
落
が
目
立
っ
て

き
た
。
花
は
ド
ク
ダ
ミ
、ナ
ン
テ
ン
、ヨ
ウ
シ
ュ

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、
ア
ジ
サ
イ
、
ツ
ユ
ク
サ

５
月
15
日
（
日
）
晴
れ　
　

参
加
者
７
名

盗
掘
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

花
は
ユ
キ
ノ
シ
タ
、
ト
キ
ワ
ツ
ユ
ク
サ
、
カ
タ

バ
ミ
、
ツ
ル
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
、
ハ
ル
ジ
オ
ン
、

ア
カ
ツ
メ
ク
サ
、
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ

フクラスズメ幼虫

ギンラン花後
コウゾの実

ツル伐採作業 三角地草刈後

　

今
回
か
ら
市
提
供
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
。

最
初
に
キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン
の
観
察
と
植
生

調
査
を
実
施
。
キ
ン
ラ
ン
は
今
年
も
た
く
さ
ん

開
花
し
た
が
、
第
１
緑
地
の
ギ
ン
ラ
ン
が
ほ
と

ん
ど
咲
い
て
な
か
っ
た
。
作
業
は
、
第
１
緑
地

の
コ
ン
ポ
ス
ト
柵
補
修
。
六
別
坂
と
緑
地
内
の

落
葉
か
き
。
ご
み
拾
い
。
腰
掛
用(

写
真)

の

切
株
を
整
列
。

５
月
１
日
（
日
）
晴
れ　

参
加
者
10
名

　

直
前
ま
で
雨
で
参
加
者
少
数
。
初
参
加
１

名
。
第
１
緑
地
で
コ
ン
ポ
ス
ト
柵
補
修
、
切

６
月
５
日
（
日
）
曇
り　

参
加
者
４
名

キンラン　　ギンラン

並べた切株の腰掛で休憩

株
埋
戻
し
、
傷
ん
だ
杉
の
小
木

伐
採
。
六
別
坂
落
葉
か
き
。
ご

み
拾
い
。
第
２
緑
地
で
、
キ
ン

ラ
ン
保
護
柵
と
注
意
札
撤
去
ほ

か
の
作
業
を
実
施
。

◆
若
葉
の
森
で
歌
う
会
（
第
10
回
）

５
月
８
日
（
日
）
第
１
緑
地
で
開
催
。
参
加
者

60
名
超
。
歌
声
や
楽
器
の
音
色
が
森
に
響
き
、

人
形
劇
も
楽
し
ん
だ
。「
も
り
の
ち
ず
」
や
蝶

の
写
真
な
ど
六
別
坂
沿
い
の
展
示
も
華
や
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 (

Ｎ
Ｏ
Ｋ)

歌う会の展示

歌う会

コクワガタ(オス)

５
月
20
日
（
金
）
晴
れ　

立
ち
会
い
３
名

　

市
か
ら
チ
ッ
パ
ー
車
が
来
て
く
れ
て
、
山
積

み
の
枝
を
片
づ
け
て
く
れ
た
。
竹
は
ダ
メ
と
の

こ
と
。
伐
採
し
た
木
々
や
竹
の
処
分
の
仕
方
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
22
日
（
日
）
晴
れ　

定
例
活
動
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
９
名

　

ま
た
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
作
業
の
人

手
が
多
く
な
っ
て
活
気
が
増
し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
エ
リ
ア
に
「
竹
取
の
丘
」「
み
の
り

の
丘
」
と
呼
び
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
「
竹
取
の
丘
」
に
「
オ
ニ
ノ
ヤ
ガ
ラ
」
と

い
う
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
植
物
が
生
え
て

い
ま
し
た
。
ま
た
草
地
で
は
「
オ
オ
ミ
ズ
ア
オ
」

の
羽
化
を
発
見
、
皆
で
観
察
し
ま
し
た
。

オニノヤガラ
ラン科の腐生植物

オオミズアオ
独特のヒスイ色の
羽が美しい

６
月
11
日
（
土
）
晴
れ　

参
加
者
10
名

　

ド
ン
グ
リ
の
森
地
区
で
の
草
刈
。
昨
年
も
通

り
道
の
脇
で
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
た
ホ
タ
ル
ブ

ク
ロ
が
花
ざ
か
り
。
踏
ま
れ
な
い
よ
う
に
枝
で

囲
い
を
作
っ
た
。
マ
ヤ
ラ
ン
も
昨
年
と
同
じ
所

に
た
く
さ
ん
出
て
い
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
小
島
さ
ん
か
ら
今
後
は
来
年
度

の
保
全
計
画
に
合
わ
せ
全
体
の
プ
ラ
ン
も
考
え

て
い
き
た
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。(

鍜
治
）

東樹林手前（フローラ
調査外）の地面は
散ったエゴノキの花で
いっぱい

ホタルブクロ

マヤラン
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市民発　ちょうふの自然だより　　
◆「ちょうふの自然だより」 はカンパとボランティアで支えられています。

2009.3.15 に設立された市民団体 「ちょうふ環境市民会議」 が自主発行して

います。 調布市内の身近な自然情報や市民の保全活動の記録、 環境イベ

ント案内、 コラムなどを掲載、 無料で配布しています。

◆地域福祉センター、たづくり 11Ｆみんなの広場、調布市環境部（市役所 8Ｆ)、

あくろす 2 ・ 3 Ｆ、 郷土博物館、 実篤記念館、 多摩川自然情報館のほか、

神代植物公園植物多様性センター、野菜食堂みさと屋 （布田）、ニワコヤ （仙

川）、 など。　置き場所＆応援カンパ募集中です！

◆会員募集！年会費 1000 円 / サポーター会員 500 円

　郵便振替 （００１５０-９-　７６５６６３　ちょうふ環境市民会議）

発行：ちょうふ環境市民会議　連絡先：info@chofu-kankyo-shimin.org　※携帯メールでのお問合せには当方の返信が届かない場合があります。　　

原
則
毎
月
第
３
日
曜
に
樹
林
の
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

直
接
入
間
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
８
／
21 （
日
）9:30

〜12:30

●
９
／
18 （
日
）9:30

〜15:00

毎
月
第
２
土
曜
に
自
然
広
場
で
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
奇
数
月
は
午
後
ま
で
。

参
加
希
望
者
は
野
草
園
横
に
直
接
集
合
。

●
８
／
13
（
土
）10:00

〜12:00

●
９
／
10
（
土
）10:00

〜15:00

原
則
毎
月
第
２
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
３
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
９
／
18
（
日
）9:30

〜12:00

●
８
月
の
活
動
は
お
休
み
で
す
。

先
の
５
団
体
の
保
全
活
動
問
合
せ
は

緑
と
公
園
課　
　
　
　
　
　
　
　

へ

  

入
間
・
樹
林
の
会

若
葉
緑
地
の
会

若
葉
の
森
３
・
１
会

原
則
毎
月
第
１
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
１
・
２
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
９
／
4
（
日
） 9:30

〜12:00

●
８
月
の
活
動
は
お
休
み
で
す
。

◆この自然だよりは　ちょうふ環境市民会議ホームページにも掲載、 バックナンバーもご覧になれます。◆

 

カ
ニ
山
の
会042-481-7083

“自然だより” の置き場所を募集中です。

凸
凹
森
の
会

●
７
／

　31　 （
日
）9:30

〜12:00

　
　
　

 

流
し
そ
う
め
ん
・
ス
イ
カ
割　

　

         

雨
天
中
止

●
８
／
28
（
日
） 9:30

〜12:00

草
刈

●
９
／
25
（
日
） 9:30

〜12:00

希
望
者
は
直
接
凸
凹
森
へ
。

環境市民活動スケジュール

平成 28年度 雑木林ボランティア講座　主催：環境政策課　企画運営：ちょうふ環境市民会議

　
ま
ず
は
調
布
の
里
山
の
昔
と
今

　
　
を
知
ろ
う

雑木林ボランティア講座　第１回　５月28日
　

市
内
に
今
で
も
残
さ
れ
て
い
る
里

山
の
風
景
と
雑
木
林
を
保
全
し
て
い

く
た
め
の
全
６
回
講
座
の
初
回
は
地

形
と
合
わ
せ
、
そ
の
歴
史
的
な
経
緯

を
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

　

午
前
中
は
造
園
家
で
地
元
の
歴
史

に
も
詳
し
い
小
林
冬
樹
講
師
に
よ
る

講
義
。
身
近
な
自
然
で
あ
る
雑
木
林

を
見
直
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
保
全

活
動
だ
が
、
か
つ
て
は
農
作
物
や
燃

料
に
貢
献
し
て
き
た
欠
か
せ
な
い
場

所
で
あ
っ
た
。
受
講
生
は
地
元
の
歴

史
を
知
っ
て
な
る
ほ
ど
と
感
心
。「
午

後
か
ら
予
定
が
あ
り
早
退
す
る
。」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
方
も
興
味
津
々
、

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
粘
っ
て
授
業
を
受
け

て
い
た
。

田んぼの学校校長 尾辻氏から説明を聞く

　
佐
須
の
田
ん
ぼ
を
観
察

　
し
な
が
ら
カ
ニ
山
の
雑
木
林
へ

　

佐
須
の
田
ん
ぼ
で
は
「
田
ん
ぼ
の

学
校
」
を
主
宰
し
て
い
る
尾
辻
氏
か

ら
お
話
を
聞
く
。
水
の
問
題
や
、
価

格
の
こ
と
。
現
在
調
布
で
は
家
庭
用

に
細
々
と
続
け
ら
れ
て
い
る
稲
作
だ

が
若
い
方
の
人
手
が
少
な
く
な
り
米

作
り
も
次
々
と
作
付
け
面
積
が
減
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
。ま
た
い
な
く
な
っ

た
ホ
タ
ル
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う

希
望
も
。　

　

市
の
職
員
か
ら
も
、
貴
重
な
里
山

を
守
る
た
め
出
来
る
限
り
の
こ
と
は

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
年
度
は

「
佐
須
農
（
み
の
り
）
の
家
」
と
い
う

農
業
家
の
た
め
の
施
設
も
で
き
た
、

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
カ
ニ
山
で
は
市
民
に
よ
る

保
全
作
業
の
よ
う
す
を
聞
い
た
り
、

活
動
グ
ル
ー
プ
が
「
ド
ン
グ
リ
の
森
」

と
名
付
け
、
新
た
な
雑
木
林
の
復
活

を
目
指
し
て
い
る
場
所
な
ど
を
見
学

し
た
。

子ども達を巻き込んでドングリから育てた苗圃

平
成
28
年
度　

安
全
講
習
会

　

６
月
18
日　

３
回
目
に
な
る
安
全
講

習
。
室
内
講
義
で
は
市
街
地
に
あ
る
緑
地

の
管
理
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
や
カ
ニ
山
の
目
指
す
林
は
？
な
ど
の

基
本
的
な
お
話
か
ら
、
高
齢
者
が
参
加
す

る
こ
と
も
多
い
の
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
、
な
ど
様
々
な

お
話
を
伺
っ
た
。
午
後
の
実
習
は
カ
ニ
山

で
陰
樹
除
去
と
下
草
刈
り
。　

一
般
的
な

鎌
の
カ
バ
ー
が
は
ず
れ
や
す
い
の
は
製
造

者
の
認
識
が
足
り
な
い
、
と
い
う
意
見
に

は
皆
納
得
。

編笠にアオツヅラフジの籠
という粋な支度の松井講師

雑
木
林
連
絡
会 

＆ 

緑
と
公
園
課
に
よ
る

６月 12日　田んぼの学校 田植え
尾辻校長の号令に従って田植え。まっすぐ植えていくのは
意外に難しい。


